
⻑野県景観育成計画の⾒直しについて（都市・まちづくり課検討案）

◆⾒直しの背景と目的

建設部 都市・まちづくり課

◆現状課題と⾒直しのイメージ

➢ 平成4年に⾃主条例として⻑野県景観条例制定。景観法施⾏により平成18年に⻑野県景観条例を改正し「⻑野県景観育成計画」を策定。
➢ 「⻑野県景観育成計画」は策定から17年が経過。社会状況の変化等に対応し信州の守るべき景観の保全・育成を推進するため⾒直しを⾏う。

・市町村の景観⾏政団体の移⾏により、県の景観育成に対する役割の再検証が必要
・現計画は⾏政管理単位に捉われない広域的景観（景域）の景観特性・方針等が示されていない

⻑野県の景観⾏政の状況

⻑野県景観育成計画 ※期間設定なし

景観法（H16制定）

⻑野県景観条例（H18改正）

⻑野県景観育成⽅針
（景観特性・基本目標・基本⽅針）

農村景観育成⽅針（H25策定）

条例第３条に基づく

⻑野県景観計画
（景観区域・⾏為の制限事項等）

景観計画【各景観育成重点地域】
（浅間山麓、国道147号・148号沿道、
⼋ヶ岳山麓、⾼社山麓・千曲川流域）

景観⾏政団体
景観計画

法に基づく計画法に基づく計画

【⻑野県景観育成ビジョン イメージ案 】

高社山麓・千曲川下流域
景観育成重点地域

国道147号・148号沿道
景観育成重点地域

浅間山麓
景観育成重点地域

八ヶ岳山麓
景観育成重点地域

御代田町

軽井沢町

佐久市

上田市

長和町

下諏訪町

野沢温泉村

飯山市

木島平村

山ノ内町

須坂市

高山村

長野市

飯綱町 中野市

千曲市

白馬村

大町市

安曇野市

松川村

松本市

塩尻市

諏訪市

富士見町

辰野町

箕輪町

伊那市

南箕輪村

駒ヶ根市

宮田村

飯島町

木曽町

飯田市

高森町

小布施町

茅野市

栄村

小諸市

南木曽町

東御市

松川町

大鹿村

信濃町

小川村

坂城町

原村

立科町

岡谷市

麻績村

筑北村

池田町

青木村

佐久穂町

小海町

北相木村

南相木村
南牧村

川上村

山形村

朝日村

木祖村

王滝村

上松町

大桑村

中川村

豊丘村

喬木村

阿智村

下條村

泰阜村

阿南町

天龍村

平谷村

売木村
根羽村

小谷村

景観⾏政団体の
市町村（28）
景観育成重点
地域（４）

⻑野県内の景観⾏政団体移⾏状況等

⼋ヶ岳山麓
景観育成重点地域

浅間山麓
景観育成重点地域

⾼社山麓・千曲川下流域
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A市、B市の景観育成の状況
両市ともに景観⾏政団体。それぞれ「景観計画」を策定し景観誘導を図るが、
⾏政間で連携した景観育成（取組）は⾏われていない。

⻑野県景観育成ビジョンの策定による取組変化
A市では建物の高さ、色の基準を景観基準に規定。B市は湖畔エリアの整備
を⾏い、⼭並みの眺望環境を整備。

広域的な景観育成の取組みイメージ

A市

B市

A市

B市

１ 県⺠、市町村が共有する⾏政界に捉われない景観育成⽅針の明確化

（1）県と景観⾏政団体である市町村が共有すべきビジョンの必要性

〈ビジョン策定前> 〈ビジョン策定後>

山並みをの眺望を阻害する建物群（高さ・色）

◇⻑野県景観育成ビジョンによる県の役割
県は景観育成ビジョンに基づき広域的な景観育成

の⽅針を明示。広域的な景観育成に向けて、適宜
市町村間の取組等を調整。
市町村は景観育成ビジョンを活用し、景観育成の

取組を推進し景観の磨き上げにつなげる。

◇広域調整の対象となる景観資源の例
湖、河川、⼭岳景観、道路・鉄道など

１

任意計画
⻑野県景観育成ビジョン（仮）

●県全体の良好な景観育成に関する基本的かつ総合的な⽅針
●広域的景観の特性・⽅針を明示し取組の⽅向性を明示

県と景観⾏政団体である市町村が連携し、広域的な景観育成ビジョンを策定し、
景観育成ビジョンを尊重した景観育成の取組を推進



➢住⺠や市町村が⽇常に存在する景観価値の気づきや発⾒に寄与、景観保全・取組の重要性を共有
➢ビジョンに基づく具体的な広域景観育成を促進し質の⾼い都市空間を創出（観光や交流⼈⼝増に寄与）
➢景観阻害要因に対する基準⾒直しにより、法に基づく届出制度の運⽤を改善し実効性を向上

◇追加指定が想定されるエリア
・諏訪湖エリア
諏訪湖畔の湖周部分を想定

・木曽地域エリア
旧中⼭道を基本にエリア想定

◇アンケート実施

・指定対象検討地域の出現による重点地域の指定⾒直しにより景観育成の更なる推進
・⻑野五輪を契機に重点地域に指定された地域の継続した景観育成の推進

敷地境界から後退

植栽等で目隠し

景観阻害要因への対応

例：配慮すべき事項を検討し基準化

・新たな景観阻害要因（太陽光など）への景観育成基準の追加検討による取組強化
（太陽光発電施設の配慮事項を景観形成基準に位置づけ）

・住⺠主体による景観育成の取組評価や発展的な取組推進のため⾏動計画を策定

２ 重点地域の指定⾒直しを含めた景観育成の推進

(2) 市町村界をまたぐ広域的な視点による景域の検討

３ 社会状況に応じた景観育成の取組の推進

◇自然的・土地的・歴史的・社会的要素から広域的な景観特性を分析し広域的な景観育成の基本となる景域を検討

現⾏の景観育成計
画の区分

景域区分の改正案
大景域 中景域

①佐久平 → 佐久平
（東信）

①佐久
②上田

②善光寺平 → 善光寺平
（北信）

③⻑野
④北信

③松本平・安曇野
→ 松本平

（中信）

⑤松本・安曇野

④白馬・小谷 ⑥北アルプス
⑤木曽谷 ⑦木曽
⑦諏訪
⑧八ヶ岳

→ 伊那谷
（南信）

⑧諏訪・八ヶ岳

⑥伊那谷
⑨伊那
⑩南信州

１ 県⺠、市町村が共有する⾏政界に捉われない景観育成⽅針の明確化

県⺠が感じている景観に対する潜在的なニーズや課題などを定量的に把握するため、
携帯キャリア（予︓NTTコミュニケーションズのプレミアパネル）を活用したアンケー
トを実施予定。

■アンケート設問例
好きな景観・未来に伝えたい信州の景観、
景観の変化や阻害要素、未来の景観育成に必要なこと など

景勝地周辺への太陽光発電施設の建設

重点地域追加検討

地形と水系

旧街道

分析指標 景域の区分イメージ

・アンケート対象者数︓1,000⼈
・回答者の年齢や居住地に偏りが⽣じないようアンケート対象者を抽出
・景観育成に関する写真の添付や⻑野県の景観に関するURLにジャンプさせるなど、
県⺠への周知機会としての効果も期待。

■アンケート結果の活用策
景観の施策⽴案に反映さるほか、重点地域の指定対象地域の抽出に活用。

２

南信州

北アルプス

北信

◆⾒直しによる効果

例：木曽川からの眺望景観確保のため岐阜県、犬山市、各務原市が共同で景観形成を検討

⻑野県景観育成計画の⾒直しについて（都市・まちづくり課検討案）



 Ｒ7.11.１ 基本⽅針（ビジョン）策定及び景観計画改定 ⇒ Ｒ8.４.１ 改定景観計画の施⾏

２ スケジュール（案）

年度 上半期 下半期

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ７

業者選定 基礎調査による現状評価・検証、課題抽出・整理 ⽅向性検討（ビジョン、景観計画、景観育成重点地域 等）

パ
ブ
コ
メ

景観育成ビジョン（仮）及び景観計画の内容検討 骨子案検討 素案作成

素案作成 パブコメ パブコメ後修正 9月
議会

ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定
景観計画改定 周知・広報 施

⾏

１ 検討体制（案）

業務委託

⻑野県
（都市・まちづくり課）

景観審議会 専門委員会

諮問

凡例︓

景観対策
推進会議

（関係部局）

⻑野県景観審議会

専門委員会

《役割》
案の検討・意⾒・提⾔ 等

《構成》
学識経験者 等

諮 問

答 申

⻑野県議会

住⺠・事業者 等
アンケート調査
パブリックコメント

市町村

地域景観協議会（10圏域）

意⾒聴取

意⾒聴取

広域景観協議会（仮称）
意⾒聴取

答申

⻑野県都市計画審議会
意⾒聴取

報告・意⾒

景観⾏政団体連絡会議や個別訪問により意⾒交換

圏域ごとの景観育成について意⾒交換

広域景観育成の必要な地域に対し、⾏政界を超
えた広域検討の場を設定

所属 役職 氏名

横浜市⽴大学
国際教養学部
国際教養学科

教授 鈴木 伸治

国士舘大学
理⼯学部
まちづくり学系

教授 二井 昭佳

國學院大學
観光まちづくり学部
観光まちづくり学科

准教授 石⼭ 千代

東京農業大学
地域環境科学部
造園科学科

准教授 阿部 伸太

株式会社 電弘 代表取締役 小坂 禎二

◇専門委員会委員◇検討体制（関係機関との関わり）

３

⻑野県景観育成計画の⾒直しについて（都市・まちづくり課検討案）


